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Fig. 6． Soundings of a fish reef at different swath angles (cross section). 
図 6． 異なるスワス角での魚礁の測深点（断面図）．

深 20 m 程度以下の浅い海域では特に，スワス角
110°（片舷 55°）から若干広げられる可能性が示
唆される．

5.3　パルス長の違いの検証
本検証では，スワス直下付近で捉えた魚礁の最

浅水深等の大きな違いは確認されなかったもの
の，パルス長が小さい方が魚礁の形状が若干鮮明
に捉えられたため，パルス長を不要に大きく設定
しないことが妥当であると考えられる．

い異物の検出も念頭に，スワス端付近のビームの
測深ノイズを抑え，0.5 m グリッドの測深点密度
で 5 点以上を概ね確保するためには，船速 6 －
10 knot 以下が妥当であると考えられる．

5.2　スワス角の違いの検証
本検証では，スワス片舷の中心付近で捉えた魚

礁の最浅水深を精確に取得し，0.5 m グリッドの
測深点密度で 5 点以上を概ね確保するためには，
スワス角 110 － 120°（片舷 55 － 60°）以下が妥
当であると考えられる．また，本検証のように水
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Fig. 7． CUBE depth surfaces at different pulse lengths. 
図 7． 異なるパルス長での CUBE 水深． 
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Fig. 8． Soundings of a fish reef at different pulse lengths (cross section). 
図 8． 異なるパルス長での魚礁の測深点（断面図）．

なご助言をいただきました．ここに記して感謝い
たします．
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要　　旨
マルチビーム音響測深機において，高品質な

データを効率的に取得するためには，測深設定の
違いによるデータ品質を詳細に把握することが重
要である．本稿では，第六管区海上保安本部の測
量船「くるしま」に搭載されたデュアルヘッド型
マルチビーム音響測深機を用いて，呉港付近の水
深 20 m 程度の比高 5.6 m の魚礁のある浅海域に
おいて，異物検出能力に注目した，船速，スワス
角，パルス長に関する体系的な検証を行った．本
検証では，船速は 6 － 10 knot 以下，スワス角は
110 － 120°（片舷 55 － 60°）以下，パルス長は
不要に大きくしないことが測深設定として適切で
あることが確かめられた．
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